
米
国
の
イ
ン
フ
レ
率
が
急
上

界
し
て
い
る 。
2
0
2
1

年
12

月
の
消
費
者
物
価
臣
数
(
C
P

ー 、
総
合）
の
前
年
同
月
比
上

昇
率
は
7.
0
％
に
近
し
た 。

1
9
8
2

年
以
来
の
高
い
水
準

だ 。
実
体
経
済
も
好
調
で 、
21

什
10
S

12
月
期
の
経
済
成
長
率

面
期
比
年
率
換
算）
は
6.

9
％
と
な
っ

た 。
失
業
率
も
12

月
に
は
3
.
9
％
と 、
ほ
ぼ
コ

ロ
ナ
加
の
水
平
に
近
付
い
た 。

イ
ン
フ
レ
率
の
急
上
昇
や
実

体
経
済
の
過
熱
感
に
対
応
し 、

金
融
の
引
き
締
め
を
急
ぐ
必
要

が
あ
る
と
指
摘
す
る
政
策
担
当

者
や
専
門
家
も
培
え
て
き
た 。

米
連
邦
公
開
市
場
委
員
会

(
F
O
M
C)
メ
ン
バ
ー

の
政
策

金
利
見
通
し
（
ド
ッ
ト

チ
ャ
ー

ト）
を
み
て
み
よ
う 。
22
年
中

の
利
上
げ
回
数
(
1
回
は
0.

25
%)
に
つ
い
て
は 、
21
年
3

月
と
6

月
の
会
合
で
は
0
回
が

大
多
数
で 、
9

月
に
は
0
回
と

1
回
以
上
が
同
数
だ
っ

た
が 、

12
月
に
は
中
央
値
で
3
回
に
跳

ね
上
が
っ

た 。
今
で
は
由
場
も

4
回 、
累
粕
で
年
内
に
1
％
の

剌
上
げ
を
織
り
込
ん
で
い
る 。

今
回
(
1

月
26
日）
の
F
o

M
C
の
声
間
で
は 、
近
く
利
上

げ
を
す
る
環
塙
が
整
つ
と
表
現

し
て 、
3

月
の
利
上
げ
を
強
く

いとう・たかとし
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PCEの上昇率はCPIに比ぺて緩やか 。

半
年
前
主
流
だ
っ
た
ハ

ト
派
の
見
立
て
外
れ
る

。

タ
カ
派 、
70
年
代
の
物
価・
賃
金
高
の
再
来
懸
念

。

拙
速
な
引
き
締
め
は
市
場
の
混
乱
を
招
く
恐
れ

示
唆
し
た 。
量
的
霰
和
（
資
産

購
入）
の
縮
小 、
い
わ
ゆ
る
テ

ー
パ
リ
ン
グ
は
3

月
の
利
上
げ

前
に
完
了
す
る 。
資
庁
購
人
の

終
了
と
同
時
に
剌
上
げ
と
い
う

シ
ナ
リ
オ
に
な
る 。

イ
ン
フ
レ
率
の
上
昇
を
受
け

て
専
門
家
の
間
で
は 、
金
閾
引

き
締
め
を
恙
ぐ
べ
き
だ
と
い
う

タ
カ
派
と 、
金
融
引
き
締
め
は

ゆ
っ
く
り
で
よ
い
と
い
う
ハ
ト

派
が
盛
ん
に
意
見
を
戦
わ
せ
て

い
る 。
次
第
に
タ
カ
派
の
説
得

力
が
増
し
て
い
る
が 、
利
上
げ

の
ペ
ー

ス
を
巡
っ

て
は
い
ま
だ

に
意
見
の
対
立
が
あ
る 。

匿盪濯璽置

姿

21
什
夏
時
点
で
は 、
イ
ン
フ

レ
率
の
上
昇
は一
時
的
な
も
の

だ
と
い
う
見
解
が 、
政
策
担
当

者
や
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト

の
間
で
主

流
だ
っ

た 。
だ
が
そ
の
後 、
総

需
要
が
急
速
に
回
復
す
る一
方

で 、
総
供
給
は
労
働
者
不
足
と

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン（
供
給
網）

の
固
叩
か
ら
停
謂
し 、
イ
ン
フ

レ
率
が
上
昇
し
て
き
た 。

ハ
ト

派
は
21
年
夏
ご
ろ 、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
の
失
業
保
険
の

上
乗
せ
拮
間
が
終
了
す
る
9

月

以
降 、
労
働
者
は
職
場
に
戻
り 、

労
働
者
不
足
は
解
泊
に
口
か
う

と
み
て
い
た 。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
問
閾
は 、
中
国
や
ベ
ト

ナ

ム
の
コ
ロ
ナ
対
策
に
よ
り
製
品

や
部
晶
の
製
造
が
連
れ
気
昧
で

は
あ
る
が 、
近
い
将
来
解
開
す

る
と
み
て
い
た 。
上
昇
を
続
け

る
エ
ネ
ル
ギ
ー

価
格
に
つ
い
て

も 、
い
ず
れ
は
頭
打
ち
に
な
り 、

イ
ン
フ
レ
率
へ
の
寄
与
は
小
さ

く
な
る
と
考
え
て
い
た 。

だ
が
こ
う
し
た
見
立
て
は
人

き
く
外
れ
た 。
矢
業
率
が
怠
速

に
下
が
っ

て
き
て
も 、
矢
業
保

険
の
上
乗
せ
柏
置
が
終
わ
っ

て

も 、
な
か
な
か
労
働
力
不
足
が

解
消
し
な
い 。
新
型
コ
ロ
ナ
で

人
打
撃
を
受
け
た
業
種
で
解
雇

さ
れ
た
労
働
者
が 、
早
期
退
職

を
し
て
悠
勺
自
適
な
生
活
に
人

っ
た
と
す
る
見
解
も
あ
る 。
全

曰
の
労
働
参
加
率
が
コ
ロ
ナ
前

そ
も
そ
も
米
連
邦
準
備
理
事

会
(
F
R
B)
が
重
視
す
る
物

価
指
数
は
C
P
I

で
は
な
く 、

唸

磐

の
水
準
に
戻
り
そ
う
に
な
い
ご

と
も
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る 。

今
後
の
利
上
げ
と
旱
的
引
き

締
め
の
シ
ナ
リ
オ
は
い
く
つ
か

あ
る
が 、
ど
れ
に
な
る
か
は
今

後
の
デ
ー

タ
次
第
だ 。
タ
カ
派

は 、
巾
畠
が
想
定
す
る
利
上
げ

の
ス
ピ
ー
ド

が
遅
す
ぎ
る
と
し

て
次
の
よ
う
に
主
張
す
る 。

例
え
ば 、
適
切
な
政
策
か
ら

既
に
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え

る
と 、
最
初
の
利
上
げ
は
0.

5
％
に
し
て
累
粕
利
上
げ
輻
を

大
き
く
す
る
こ
と
が
妥
当
だ 。

も
し
く
は
年
内
の
残
り
7
回
の

F
O
M
C
で
餌
回
利
上
げ
を
す

れ
ば 、
累
間
で
年
木
ま
で
に
1

•
75
％
の
利
上
げ
が
可
鮨
に
な

る 。
さ
ら
に
イ
ン
フ
レ
を
抑
え

込
む
に
は
3

月
の
資
産
購
入
の

終
了
後 、
資
産
残
高
維
持
の
期

間
を
経
ず
に
す
ぐ
に
残
高
削
減

を
開
始
す
る
の
が
適
切
だ 。

イ
ン
フ
レ
抑
制
に
失
敗
す
れ

ば
イ
ン
フ
レ
率
の
高
進
が
賃
金

上
昇
を
引
き
起
こ
し 、
そ
れ
が

さ
ら
に
吻
価
上
昇
に
結
び
付
く

「
物
価
・匡El（
金
の
同
時
上
昇」

と
い
う
1
9
7
0

什
代
の
悪
栢

環
が
よ
み
が
え
る
リ
ス
ク
が
あ

る
と
考
え
て
い
る 。

一
方 、
ハ
ト

派
は 、
利
上
げ

の
ペ
ー

ス
は
ゆ
っ
く
り
と
す
べ

き
だ
と
考
え
る 。
紐
激
な
利
上

げ
は
長
期
金
利
の
恐
上
昇
や
株

価
急
落
な
ど
を
招
き 、
金
融
市

娼
を
混
乱
さ
せ
実
体
経
済
を
不

安
定
に
す
る
可
能
性
が
あ
る 。

イ
ン
フ
レ
率
に
つ
い
て
も 、
ご

の
ま
ま
ど
ん
ど
ん
上
昇
を
続
け

る
こ
と
は
な
い
と
み
て
い
る 。

期
待
イ
ン
フ
レ
率
も 、
2
％
の

ア
ン
カ
ー

（
い
か
り）
が
外
れ

る
よ
う
な
様
了
は
ま
だ
な
い 。

個
人
泊
費
支
出
(
P
C
E)
物

価
后
数
だ 。
12
月
の
P
C
E
上

界
率
は
総
合
で
5J
.
8
% 、
食

品
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
除
く
コ
ア

栢
数
で
4.
9
％
で
あ
り 、
同

月
の
C
P
l

総
合
の
7.
0
%

と
は
か
な
り
印
象
が
遵
う 。

12
年
1

月
の
F
O
M
C
で 、

P
C
E
物
仙
指
数
で
測
定
し
た

イ
ン
フ
レ
ロ
椋
を
2
％
に
設
定

し
た 。
当
時
の
バ
ー

ナ
ン
キ
議

長
は 、
上
下
対
穂
的
に
運
用
さ

れ
る
（
2
％
超
で
も
2
％
未
満

で
も
同
腟
度
の
強
さ
で
引
き
締

め
も
し
く
は
緩
和
す
る）
こ
と

を
明
確
に
し
て
い
た 。
そ
の
後

イ
ン
フ
レ
率
は
2
％
□
願
を
下

回
る
状
況
が
続
い
て
き
た 。

20
年
8

月
に
は
パ
ウ
エ
ル
議

長
が
2
％
の
イ
ン
フ
レ
□
標
政

策
に
つ
い
て「
平
均
的
に
2
%」

を
口
椋
と
す
る
と
修
正
し
た 。

平
均
と
は
2
％
を
下
回
る
イ
ン

フ
レ
率
が
継
続
し
た
後
は
2
%

を
超
え
る
イ
ン
フ
レ
率
（
オ
ー

バ
ー

シ
ュ
ー

テ
ィ
ン
グ）
を
許

界
す
る
こ
と
を
意
味
す
る 。
ま

さ
に
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で
イ
ン
フ

レ
率
が
急
落
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ

で 、
パ
ウ
エ
ル
議
長
は
こ
の
点

を
強
調
し
て
緩
和
継
続
を
約
束

し
た
か
っ

た
の
だ
ろ
う 。
金
融

緩
和
効
果
を
両
め
よ
う
と
す
る

フ
ォ
ワ
ー
ド

ガ
イ
ダ
ン
ス
（
先

行
き
指
釘）
と
い
え
る 。

そ
し
て
21
年
後
半
に 、
こ
の

約
束
の
真
価
が
閻
わ
れ
る
こ
と

に
な
っ

た 。
忍
耐
強
く
金
融
綬

和
を
継
続
す
る
の
は
問
題
な
い

と
ハ
ト

派
は
考
え
る 。
引
き
締

め
を
諏
い
で
金
融
由
場
が
混
乱

し
て
成
に
率
が
低
下
し
て
は
元

も
了
も
な
い
と
い
う
わ
け
だ 。

什
初
来 、
年
四
の
利
上
げ
回
数

が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い

ラ
臆
測
か
ら
株
価
が
大
き
く
下

落
し
た
こ
と
か
る 、
一
気
に
大

幅
な
利
上
げ
は
す
る
の
は
難
し

い
だ
ろ
う
と
平
者
は
考
え
る 。

こ
こ
で
平
均
を
計
算
す
る
に

あ
た
り 、
ど
れ
く
ら
い
の
期
閻

の
平
均
を
と
る
こ
と
が
適
切
な

の
か
が
ポ
イ
ン
ト

に
な
る 。
一

つ
の
方
法
は
平
均
イ
ン
フ
レ
口

標
を「
価
烙
レ
ベ
ル
ロ
校
政
策」

と
同
義
と
解
釈
す
る
こ
と
だ 。

2
％
の
平
均
イ
ン
フ
レ
ロ
檬
と

は 、
価
格
レ
ベ
ル
が
2
％
で
上

昇
す
る
綜
を
描
い
て 、
そ
の
綜

上
に
乗
る
よ
う
に
金
融
政
策
を

連
宮
す
る
こ
と
だ
と
い
え
る 。

図
に
は 、
2
％
イ
ン
フ
レ
口

標
政
策
を
宣＿―[
し
た
12
什
1

月

を
晶
点
と
し
て 、
年
率
2
％
で

上
昇
す
る
ラ
イ
ン 、
C
P
l
レ

ベ
ル
の
線 、
P
C
E
レ
ベ
ル
の

線
を
閏
い
て
い
る 。
C
P
l
レ

ベ
ル
は
12
年
以
降 、
2
％
ラ
イ

ン
の
下
に
位
直
し
て
い
た
が 、

21
什
夏
以
降
の
イ
ン
フ
レ
率
の

急
上
昇
を
受
け 、
10
月
に
は
2

％
ラ
イ
ン
を
突
き
抜
け 、
平
均

口
標
か
ら
か
い
離
し
て
上
昇
を

続
け
て
い
る 。
C
P
I
レ
ベ
ル

で
み
る
と 、
肌
に
緩
和
は
長
す

ぎ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る 。

タ
カ
派
は
こ
の
図
を
見
て 、

引
き
締
め
聞
始
は
遅
き
に
失
し

た
と
言
う 。
一
方 、
ハ
ト

派
は 、

F
R
B
が
甲
視
す
る
P
C
E
で

み
る
べ
き
だ
と
主
張
す
る 。
確

か
に
P
C
E
レ
ベ
ル
で
み
る
と

21
什
12
月
時
点
で
ま
だ
2
％
ラ

イ
ン
に
は
届
い
て
お
ら
ず 、
こ

れ
か
ら
の
引
き
締
め
で
も
手
遅

れ
で
は
な
い 。
2
％
ラ
イ
ン
に

軟
杓
陸
さ
せ
ら
れ
そ
う
だ 。

平
均
2
％
の
イ
ン
フ
レ
目
標

の
枠
組
み
で
考
え
る
と 、
F
R

B
が
P
C
E
を
重
観
す
る
こ
と

か
ら 、
筆
者
は
ハ
ト

派
の
立
場

が
正
し
い
と
唱
つ 。
た
だ
し
金

融
政
策
は
効
果
が
出
る
ま
で
に

時
間
が
か
か
る
の
で 、
株
式
相

場
が
大
き
く
崩
れ
な
け
れ
ば 、

年
前
半
に
2
S
3
回
利
上
げ
し

て
そ
の
後
は
様
子
を
見
る
の
が

適
当
で
は
な
い
か
と
考
え
る 。
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